
「博物館」を意味する英語Museumの語源であり、喜びを表すmuse（ギリシャ語）と通信や手紙を意味するLetter（英語）からMuseLetterと名付けました。
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　北海道では平地から低い山に生息し、
鳴き始めるのは7月ころから。北海道の
夏のセミの中で最もよく見られる種類
です。幼虫は地中で数年かけて成長し、
ようやく地上に出てきます。羽化直後
は体が柔らかく、淡い色をしています。
羽が硬くなり、飛べるようになるまで、
こうして数時間じっとしています。

コエゾゼミの羽化
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クジラの中に“イッカク科”と呼ばれるグループ

があります。現在、イッカク科にはイッカクとシロイ

ルカの2種がいます。

名前の由来はイッカクの雄に、成長すると、3m

にもなる長い牙が上顎から1本生えることから、伝

説の動物・一角獣（ユニコーン）にちなんで名付

けられました。実際に、長い牙がユニコーンの角

として高く売られたこともあったそうです。

一方、シロイルカは子どもの頃は灰色か、赤み

を帯びた灰色ですが、成長すると真っ白くなるこ

とからシロイルカと名付けられました。

博物館活動センターには石狩低地帯を中心

に道内で発見された化石が収蔵され、さまざま

な研究者の協力を得ながら順次研究を進めて

います。昨年、福井県立恐竜博物館の一島啓人

博士を中心に、羽幌町から発見されたイッカク科

の化石を研究し、新属新種のイッカク科の化石

「ハボロムカシイルカ」Haborodelphis japonicus
として論文を発表しました。

これまで明確なイッカク科の化石は、前期鮮

新世のベルギー、鮮新世の北米バージニア州、

後期中新世のメキシコからそれぞれ1点ずつ発

見されていました。今回、北海道羽幌町の前期

鮮新世から発見されたイッカク科の化石は、世界

で4例目の発見で、日本を含む北西太平洋から

は、初めての産出になります。後期中新世（1100

～530万年前）に登場したイッカク科は、前期鮮

新世には大西洋、太平洋の東西に広がりながら

進化していったことが分かりました。

現在のイッカク科はイッカク、シロイルカいずれ

も体長が5m前後。北極海あるいはその周辺の冷

たい海にだけすんでいて、北海道周辺の海で見

ることはできません。それでは、ハボロムカシイルカ

はかつて北極海よりも南の北海道の海にもすんで

いたのでしょうか？前期鮮新世（今からおよそ400

万年前）の北海道の海の様子を知る方法として、

海水面の高さを復原して寒暖を推定する方法が

あります。地球全体が温かくなると陸の雪や氷が

溶けて海に流れ出ますが、地球上にある水の量

はほぼ一定のため、海水面が高くなります。逆に寒

いと陸に降った雪が溶けずに地上に積もっていく

ので、海水面は低くなります。今から400万年ほど

前の北海道は海水面の低い状況が続いており、

今よりも寒く冷たい海だったと考えられます。ハボロ

ムカシイルカはその冷たい海を泳いでいたので

しょう。また、現在のイッカクやシロイルカの体長は

およそ4～5ｍですが、発見されたハボロムカシイル

カの推定される体長は2ｍ前後であることから、ま

だ成長の途中の若い個体であると考えています。

世界のイッカク科の化石は世界中でまだ4点し

か発見されていないため、現在生きているイッカク

やシロイルカをはじめ、これまで研究された化石と

の関係や進化の過程などについてはまだ謎のま

まです。

文献：First monodontid cetacean (Odontoceti, Delphinoidea) 

from the Early Pliocene of the north-western Pacific Ocean（北

西太平洋で初めて見つかった前期鮮新世のイッカク科の化石),

H. Ich ish ima, H. Furusawa, M. Tach ibana, M. K imura, 

Paleontology.2018.

ぼくは、「イッカク」だよ。 わたしは、「シロイルカ」よ。

図１　ハボロムカシイルカ（SMAC1390）左側面

文・写真／学芸員　古沢　仁
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図2　クジラの系統図　原図作成：一島啓人（福井県立恐竜博物館）
●がハボロムカシイルカ（SMAC1390）の産出ポイント
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〒062-0935 札幌市豊平区平岸5条15丁目1-6 　Tel : 011-374-5002　Fax : 011-374-5014
Email : museum@city.sapporo.jp　ホームページ : http://www.city.sapporo.jp/museum/

交通アクセス

発 行

■地下鉄南北線「澄川駅」北出口から徒歩約10分
■地下鉄南北線「南平岸駅」東出口から徒歩約14分

さっぽろ市
02-Ｄ05-19-1362
31-2-973

札幌市博物館活動センター

SMAC活動リポート

ふだん公開していない
収蔵物を紹介します。
さぁ、標本の世界を冒険だ！

File No.7
セミ調査員、活動中!

ミューズ・レターは、植物油インキおよび、環境省が定める「グリーン購入法」の適合紙を使用しています。

当センターで行われる、市民の自
主的活動や、学校との連携など、
さまざまな活動を紹介します。

札幌市博物館活動センター infomation
入館料：無料
開館日：火曜～土曜　開館時間：10時～17時
休館日：日曜・月曜、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

ホームページアクセス
二次元コード

札幌市で見られるセミと抜け殻

博物館活動センターでは、札幌の自然の魅力や独自性を解明していくため、札幌にまつわる調査
や研究、資料の収集・保存に取り組んでいます。今年は、札幌市内のどこにどんなセミがいるのか
を調べるため、事前に募集した調査員の皆さんと、7月1日から「セミの抜け殻」を集めています。

平成20年（2008年）～平成22年（2010年）にも「札幌
市セミ調査」を実施し、札幌市内の森や市街地から3年間
で1,681個体のセミの抜け殻が集まりました。市内に生
息するセミは10種類とされていますが、前回の調査では
アブラゼミ、コエゾゼミ、エゾゼミ、アカエゾゼミ、エゾハ
ルゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシの7種類の抜け殻
が採取されています。

約10年が経過して、札幌のセミの生息状況はどのよう
に変化したのでしょうか？ 前回採取できなかったニイニ
イゼミ、ヒグラシ、エゾチッチゼミの抜け殻は発見できる
のでしょうか？ 調査結果が楽しみです。

エゾノハナシノブは日本固
有の植物で、主に山地に生
え、花はサクラのような形で
淡い青紫色をしています。
じゅうたんのように地面をは
うシバザクラと同じハナシノ

ブ科です。分布範囲は札幌を含む北海道南西部から本州の一部に生育
し、中でも札幌は生育記録が多く、分布の中心地とされています。エゾノ
ハナシノブは札幌の植物相を代表する植物の１つといえるでしょう。

博物館の資料収集活動はたくさんの標本を集めることも大事です
が、その中から札幌の自然史を物語る“物的証拠”を見出してコレクショ
ンすることも大切な使命の１つです。

文・写真／学芸員　山崎 真実 エゾノハナシノブ 植物標本No.10325


